
‭令和８年度第１回札幌市アイヌ施策推進委員会　資料１‬

‭札生ア第66号‬

‭令和８年（2026年）５月25日‬

‭札幌市アイヌ施策推進委員会　委員長　様‬

‭札幌市長　　秋元　克広‬

‭アイヌ施策に係る公の施設等の適正な使用承認の在り方について（諮問）‬

‭　本市では、「アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現するための施策の推進に関‬

‭する法律」の理念に基づき、「アイヌ民族の誇りが尊重されるまちの実現」に向けて、‬

‭アイヌ施策を推進しております。‬

‭　札幌市の公の施設である白石区民センターや札幌駅前通地下広場で開催されたアイヌ‬

‭民族に関連したパネル展については、アイヌの当事者等から「ヘイトスピーチであり、‬

‭公の施設での開催を制限すべきである」など様々な声が寄せられましたが、公の施設の‬

‭使用承認・不承認等を適切に判断するためには、基本的人権を尊重した上で、関係法令‬

‭等を踏まえた客観的かつ高度な判断基準が必要と考えております。また、判断基準の検‬

‭討と合わせて、個別の事案に対しても適切に対応する必要があります。　‬

‭　つきましては、これら判断基準等の策定にあたりまして、以下の事項について貴委員‬

‭会の意見を求めます。‬

‭諮問事項‬

‭　１　公の施設におけるアイヌ民族に関する展示その他の表現活動のための使用承認に‬

‭　　係る判断基準を含むガイドライン等の検討について‬

‭　２　上記１のガイドライン等の検討が進められている間に、公の施設におけるアイヌ‬

‭　　民族に関する展示その他の表現活動に関する使用申請があった場合における、個別‬

‭　　事案の対応（使用承認の可否や条件付与の要否等）について‬


